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2. 2 測定の概要

台所の床下の温湿度環境と外気の温湿度変動に

関して. 1994年10月から連続測定を行っている。

温度，湿度の測定には JMS&ACR社製の XT

シリーズ.TL-2のデータロガーと外部温湿度

センサー・ EH-010を2セット用いた。

測定点は. [東側]は，東部の直達日射のない，

通風状態は普通であるテラスの不透明波板の下 1

点と北東に位置する台所の床下 1点である。西側

は，東側と同じ仕様の不透明波板の下 1点と 8畳

和室の床下 1点である。床下は厚さ 50mmの土

問コンクリート仕上げである。床下換気口は 1カ

所。他室との境界は一部開放状態の布基礎で，他

は独立基礎である。

30分おきに測定点ごとの温湿度のデータをデー

タロガーにデータインしたものを， 3カ月ごとに

回収，分析を行った。

本報告の対象測定期間は，東側は1995年 9月~

1996年 7 月，西側は1995年12月 ~1996年 7 月まで

である。なお，測定器設置時期のずれにより西側

の対象期間が東側とは異なる。

3.測定結果

(1) 

3. 1-1 湿度:各月の相対湿度の平均値の

変化[表-1] [表-2] 

東側では，床下相対湿度(以後RHとよぶ)
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が外部RHより高い。[図 1] 

(2) 西側では，外部 RHが床下 RHより高い。

[図-2]。そして外部と床下の平均湿度の差

は，東側が大である。[図ーし 2]

(3) その(東側の外部と床下の平均湿度の)差の

最大は 4月の34.46%で，差の最小は 6月の16.91
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温湿度平均値[東根1]]

外気相対 床下温度 床下相対

湿度% ℃ 湿度%

46.96 24.40 74.83 

46.59 20.82 76.50 

40.15 13.96 71.77 
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39.06 7.77 70.69 

43.30 11.52 71.70 
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%である。[図 1 ] ている。 【図-3] 

(4) 西側の差は東側に比べて小さく，差の最大は

2月で11.08%，差の最小は 5月で1.77%であ 3. 1 -2 湿度:各月の相対湿度の最大・最

る。 小値の変化{表-3] [表-4] 

(5) 東西総合して見ると，東側の最大，最小値の (1) 東側では，床下最大値が外気最大値を上回り，

間に西側の最大最小値が12月から 5月まで、入っ 床下最小値が外気最小値を上回る。[図-4] 
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(3) 東西総合してみると，外気・床下の最大値と

最小値の変動幅は，最小値の方が大きい。[医i
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表-3 温湿度最大・最小値[東側]

年月
外気温度 ℃ 外気相対湿度 % 床下温度 ℃ 床下相対湿度 % 

最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小

'95.09 36.10 16.70 79.27 3.97 29.18 18.11 84.51 49.16 

'95.10 31.80 13.87 79.57 4.63 24.46 15.64 84.09 57.05 

'95.11 23.75 5.75 79.41 6.19 19.52 9.48 84.64 43.44 

'95.12 18.46 -0.78 75.89 9.87 13.51 1.76 85.29 49.60 

'96.01 25.18 0.51 77.47 9.23 16.00 2.58 85.68 40.27 

'96.02 23.75 -1.22 77.68 8.60 16.00 0.51 84.64 51.55 

'96.03 21.98 3.39 78.66 8.09 18.11 4.98 84.38 49.35 

'96.04 28.07 4.19 76.45 5.28 19.52 6.14 83.35 37.68 

'96.05 31.80 12.80 77.29 3.29 22.69 14.22 81.69 49.89 

'96.06 35.70 18.81 78.14 17.42 28.07 19.52 80.81 61.39 

96.07' 37.32 22.69 79.53 17.48 29.55 23.04 75.64 61.21 

表-4 温湿度最大・最小値[西側]

年月
外気温度 ℃ 外気相対湿度 % 床下温度 ℃ 床下相対湿度 % 

最大 最 小 最大 最小 最大 最小 最大 最小

'95.12 25.90 -0.78 100 20.10 15.29 8.41 65.29 37.95 

'96.01 26.26 0.93 100 19.20 15.29 8.41 81.06 38.40 

'96.02 27.71 -1.66 100 20.59 14.58 6.90 81.83 42.95 

'96.03 28.81 3.39 100 16.96 16.00 10.26 91.64 42.29 

'96.04 31.80 4.19 100 4.76 18.81 11.35 80.71 44.05 

'96.05 37.73 12.80 100 10.32 22.69 17.76 80.71 50.73 

'96.06 39.84 18.81 100 43.30 26.98 21.98 90.63 74.55 

'96.07 43.85 22.69 100 32.74 29.18 24.82 89.99 77.83 
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3) [図← 3]に見られるように~ 5月

西側の床下の湿度の平均値が東側の床ド湿

度を上回る部分についどは，コンタ 1)、ート

仕上げによる特性かさら

る。

4 )今後，床下に調湿材を敷設して東西の差が

どのくらいマるか，その効果を検討する。
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